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自由選択科目
既成概念を疑い、発想力を養う「基礎造形」、4つの分野すべてを体験して基礎を習得する「基礎デザイン」、社会における
デザインの意味を考える「共通理論」。専門分野に入る前に、デザインの役割を考えるため、すべての学生が同じ科目に
取り組んでいきます。
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デザインという営み、およびそれと
深い関わりをもつ思想、社会、文化、
歴史など、デザイナーとして活躍する
うえで必要な知識を学びます。

基礎造形［構成・平面］
さまざまな素材や表現技法の体験、色彩や形体の理解を通して、美的秩序や基本的図
法による平面の造形構成力と、表現の基礎能力を養う。

基礎造形［構成・立体］
さまざまな素材や加工法の体験、形態理論や立体図法の理解などを通して、立体の造形
感覚と構成力を養う。

基礎造形［デッサン］
幾何形体から人体まで、さまざまなモチーフを描くことで、形の成り立ち・量感・動き・質
感・空間などを把握し、表現する力を養う。

基礎造形［フォトグラフ］
身のまわりにあるものや自ら構成した被
写体を撮影し、観察力、構成力を養う。
また、写真撮影の基礎知識および写真
データの調整技術の基礎を学ぶ。

基礎デザイン［ビジュアルデザイン］
視覚伝達の基礎を学ぶ。視覚を認知する
仕組みを考えながら、どのような形態と色
彩が視る人へ情報がより伝わりやすいか、
ビジュアル・コミュニケーションについて
体験する。

基礎デザイン［スペースデザイン］
平面から立体、そして空間へとデザインを
発展するプロセスを通して、スペースデザ
インの魅力と、人間と空間、モノと空間と
の関係を学ぶ。

基礎デザイン［ファッションデザイン］
人体と衣服の関係や、ファッションデザイ
ンについて、基礎的な理解力を養い、発想
したイメージを制作する。

基礎デザイン［プロダクトデザイン］
観察や分析を通して、生活のなかにある身
近な道具を理解し、さらなる道具の発展を
提案する。プロダクトデザインの可能性や
面白さを、実践のなかで体感し、学ぶ。

基礎造形［彫塑］※クラスによって前期または後期に開講します。
立体を造形するのに適した粘土を用いて、比例・量感・面・動勢・均衡に基づいた構造を
観察し、自分で感じた形に再構築して造形化する。

近代デザイン史A・B
芸術や技術、文化や政治との関わりを視野に入れながら、近代社会におけるデザインの
展開を学ぶ。

デザイン概論A・B  
デザインの現在を取り巻く状況を学び、これからのデザインやデザイナーのあり方につ
いて考える。

デザインには、漠然としたイメージを、
形態や色彩や素材といった具体的な
要素を通して表現し、さらにそれを展
開、検討する「造形的な思考力」が必
要です。こうした「造形的な思考力」を
支える概念、感覚、技能を実際の作
業を通して身につけます。

それぞれのデザイン分野について、
その役割や特性を概観するとともに、
それら総合の関係性を知り、デザイン
という活動の全体像を把握します。
また、実際にそれぞれの分野で行わ
れている授業を体験することで、自分
の関心や適性にかなった分野を選択
できるようにします。
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英会話Ⅰ
将来のデザイン活動に役立つ英会話能力を身につけ、同時に発想を豊かにする言語へ
の意識を高める。

将来のデザイン活動に役立つ、英会
話能力を身につけます。
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日本語会話Ⅰ
学校生活や就職活動に役立つ日本語能力を身につけ、日本語によるコミュニケーション
への理解を深める。

将来のデザイン活動に役立つ、日本
語会話能力を身につけます。
※履修は留学生に限ります。
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関連分野に対する知識を更に増やす、あるいは弱点を強化するなど、学生の「もっと広く深く学びたい」という希望に応える
選択科目群です。多岐にわたる科目から自分に合った授業を受講でき、学年や専攻を越えた学生同士の交流も深まります。

心理学研究A・B
撮影実験などを通じて、心理を揺さぶる動
画や色彩の共同研究を行い、新たな学習
方法を試みる。

カルチャー英語研究A・B
新聞や雑誌の読解などを通じて、リサー
チやコミュニケーションに活かせる英語
能力を習得する。

構成A
表現の幅を広げるさまざまな基礎的な
実習を行う。簡単な立体制作、メタモル
フォーゼ、アニメーションの原理と応用
など、自由な発想で作品を制作する。

構成B
表現の幅を広げるさまざまな基礎的な
実習を行う。ポップアップカードや連続
模様、立方体万華鏡など、自由な発想で
作品を制作する。

構成［版表現］
さまざまなデザインワークの可能性を豊
かに広げ、また制作への発想のきっかけ
となる方法として、ドライポイント、木版、シ
ルクスクリーン、エンボス等の版表現を体
験する。

デッサンA
必修科目「基礎造形（デッサン）」の前期
学習内容を補う他、学生の関心や能力に
合わせて課題を設定し、指導を行う。

デッサンB 
必修科目「基礎造形（デッサン）」の後期
学習内容を補う他、学生の関心や能力に
合わせて課題を設定し、指導を行う。

彫塑
平面ではなく、立体（粘土）で人体を表現
することから、より深くその構造を把握
する。

ライティング・スタイル研究A・B
事実と意見・感想の区別、効果的な型の
活用などを通じて、自分の考えを組み立
てて広く伝えるための文章の書き方を習
得する。

美術史研究A・B
美術館見学などを通じて、アートとデザイ
ンの現在、未来を問う共同研究を行い、新
たな学習方法を試みる。

メディア文化研究A・B
映画や小説の読解などを通じて、効果的
なメディア表現の共同研究を行い、新た
な学習方法を試みる。
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カースタイリングデザインA
手描きスケッチから3DCADによるモデリ
ングを行い、自動車デザインに必要な基
礎表現技術を習得する。

ウェアラブル
2.5次元の衣装デザインをし、制作を目的とする授業。身体
を被い、着ることや身につけることを目的に、ファッション
を広く大きくとらえて、個々の発想やイメージを活かして表
現する基礎を学び作品制作する。

コンピュータ演習
実践を通してIllustratorやPhotoshopを確実に身につけ
たい人を対象とすると同時にワンランク上のスキルを身に
つけたい人にも、応用課題で対応する。

カースタイリングデザインB
自動車デザイナーを目指すためのスキル
と知識の習得を目的とし、コンセプト立案
を学ぶ。

アパレルデザインプロジェクト
学生と協賛企業とで構成する産学連携プ
ロジェクト。アパレル会社と同様の商品作
りを体験する。

ウェブマーケティング＆デザイン［基礎］
これからの時代はデザイナーにとって、企
業のメッセージ戦略やブランディングにつ
いて提案できる総合的なデザイン力が求め
られる。Webをはじめさまざまな媒体を有効
に連携するデザインの可能性を探っていく。

タイプフェイスデザイン
和文や欧文の基本書体から、独創的でモ
ダンなタイポグラフィまで幅広く学習する。ま
た特別講師によるワークショップを通して、
手書き文字の面白さを体験する。最終課題
としてオリジナルのタイプフェイス(フォント)
を制作する。
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印刷実習
印刷方式の中の孔版印刷・平版印刷をシルクスクリーンとリトグラフで体験する。
作画から版制作、刷りまでのプロセスを体験することで、印刷原理や印刷特性を理解し自分の表現の幅を広げる。

１年次　［共通課程］ 
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ソーシャルデザインプロジェクト
渋谷区と渋谷区内の障碍者支援施設との
共創によるプロジェクト「シブヤフォント」を
題材に、地域社会とのオープンデザインと
コ・デザインの実践に取り組む。
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立体を考える・表現する
三次元の物体や空間を、スケッチや製図などの二次元で考察するための基礎的表現力を養い、
後半は具体的な作品制作を行う。
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ファッション概論
ファッションの変化を歴史的に学び、「フ
ァッション」と「社会」と「自分」の位置関
係を把握することで、デザイナーとしての
物の見方を修得する。また校外見学では
実際にハイブランドの試着・見学を行う。
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※英会話と日本語会話の両方を受講することはできません。
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